
(様式第 10)

自医病総 118 号

令和 3 年 10 月 12 日

厚生労働大臣 殿

開設者名 大石 利雄

自治医科大学附属病院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告します。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒329-0498

氏 名 学校法人 自治医科大学

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。

2 名 称

自治医科大学附属病院

3 所在の場所

〒329-0498

栃木県下野市薬師寺3311-1 電話(0285)44－2111

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 有 ・ 無

内科と組み合わせた診療科名等

1呼吸器内科 2消化器内科 3循環器内科 4腎臓内科

5神経内科 6血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 11リウマチ科

診療実績

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。

(2)外科



外科 有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

1呼吸器外科 2消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 6心臓血管外科 7内分泌外科 8小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

1精神科 2小児科 3整形外科 4脳神経外科 5皮膚科 6泌尿器科 7産婦人科

8産科 9婦人科 10眼科 11耳鼻咽喉科 12放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 15麻酔科 16救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

1小児歯科 2矯正歯科 3口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1 リハビリテーション科 2 病理診断科 3 4 5 6

7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

(注) 標榜している診療科名について記入すること。

5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

56床 1床 0床 0床 1075床 1132床



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 721人 319人 764.2人 看 護 補 助 者 14人 診療エックス線

技師

0人

歯 科 医 師 25人 44人 26.4人 理 学 療 法 士 24人 臨床

検査

臨床検査技

師

126人

薬 剤 師 87人 1人 87.6人 作 業 療 法 士 10人 衛生検査技

師

0人

保 健 師 6人 0人 6人 視 能 訓 練 士 7人 そ の 他 0人

助 産 師 65人 1人 65.8人 義 肢 装 具 士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看 護 師 1287人 43人 1321.3人 臨 床 工 学 士 31人 医療社会事業従

事者

13人

准 看 護 師 0人 0人 0人 栄 養 士 19人 その他の技術員 26人

歯科衛生士 9人 1人 9.8人 歯 科 技 工 士 2人 事 務 職 員 174人

管理栄養士 22人 1人 22.3人 診療放射線技師 81人 その他の職員 13人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 84 人 眼 科 専 門 医 6 人

外 科 専 門 医 57 人 耳鼻咽喉科専門医 12 人

精 神 科 専 門 医 11 人 放射線科専門医 23 人

小 児 科 専 門 医 33 人 脳神経外科専門医 17 人

皮 膚 科 専 門 医 7 人 整形外科専門医 18 人

泌尿器科専門医 8 人 麻 酔 科 専 門 医 19 人

産婦人科専門医 26 人 救 急 科 専 門 医 9 人

合 計 330 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（佐田 尚宏） 任命年月日 令和 2 年 4 月 1 日

平成 27 年 4 月～ 医療安全対策委員会（現 医療の質向上・安全推進委員会）、QS ﾏﾈｰｼﾞｬｰ会議の

オブザーバーとして活動。

平成 28 年 12 月～ 2 ヶ月に 1 回程度、医療安全等に関する院内ラウンドを実施。（令和 2 年度は

新型コロナウイルス感染症対策のため休止、令和 3 年度再開）

平成 31 年 2 月 私立医科大学協会相互ラウンドの際、東京女子医科大学への訪問ラウンドに参加。



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 815人 13人 828人

１日当たり平均外来患者数 2,238人 146人 2,384人

１日当たり平均調剤数 2,231剤

必要医師数 214人

必要歯科医師数 2人

必要薬剤師数 28人

必要（准）看護師数 494人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 m 2

2,909.39

鉄筋造鉄

筋コンク

リート造

病 床 数 34 床 心 電 計 有・無

人工呼吸装置 有・無 心細動除去装置 有・無

その他の救急蘇生装置 有・無 ペースメーカー 有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 587.55m 2 病床数 8床

［移動式の場合］ 台 数 台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 85m 2

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室 214m 2 鉄筋コン

クリート

（主な設備）

細菌検査室 92m 2 鉄筋コン

クリート

（主な設備）

病理検査室 1.208.57m
2

鉄筋コン

クリート

（主な設備）

病理解剖室 322.4m 2 鉄筋コン

クリート

（主な設備）

研 究 室 16,460m 2 鉄筋コン

クリート

（主な設備）

講 義 室 400m 2 鉄筋コン

クリート

室数 2室 収容定員 130×2 人

図 書 室 3,678m 2 鉄筋コン

クリート

室数 室 蔵 書 数 211,000 冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。



2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 82.8％ 逆 紹 介 率 71．1％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 20,069人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 18,889人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 1,924人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 26,554人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を

付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

菱沼 正一 地方独立行政

法人 栃木県立

がんセンター

理事長／セン

ター長

〇 医療機関の管理

者として、医療機

関の安全管理を

総括・管理してい

る経験を有する

立場で意見を述

べる者

有・無 1

内山 聖 新潟大学地域

医療教育セン

ター 魚沼基

幹病院 病院

長（2020年3月

まで）

（公財）新潟県

保健衛生セン

ター副会長

長岡崇徳大学

常任理事（20

20年4月より）

医療機関の管理

者として、医療機

関の安全管理を

総括・管理してい

る経験を有する

立場で意見を述

べる者

有・無 1

山口 育子 認定ＮＰＯ法

人 ささえあい

医療人権セン

ターＣＯＭＬ

理事長

患者団体の理事

長として医療問

題に精通してお

り、医療を受ける

者の代表として

意見を述べる者

有・無 2

大槻 マミ太郎 自治医科大学

副学長

自治医科大学副

学長として、大学

理事の立場で意

見を述べる者

有・無 1

遠山 信幸 自治医科大学

附属さいたま

医療センター

副センター長

／医療安全管

自治医科大学附

属さいたま医療

センター医療安

全管理室長とし

て、医療安全管理

有・無



理室 室長 の専門の立場か

ら意見を述べる

者

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 有・無

委員の選定理由の公表の有無 有・無

公表の方法

病院ホームページに記載



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

77人

0人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術

細胞診検体を用いた遺伝子検査 

ＬＤＬアフェレシス療法

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

パクリタキセル静脈内投与及びカルボプランチン腹腔内投与の併用療法

S-1内服投与、シスプラチン静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法

ニボルマブ静脈内投与及びドセタキセル静脈内投与の併用療法

S-1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法

ゲムシタビン静脈内投与、ナブーパクリタキセル静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法

遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子製剤静脈内投与療法

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 10 56 後縦靱帯骨化症 62
2 筋萎縮性側索硬化症 40 57 広範脊柱管狭窄症 26
3 脊髄性筋萎縮症 8 58 特発性大腿骨頭壊死症 54
4 原発性側索硬化症 2 59 下垂体性ADH分泌異常症 25
5 進行性核上性麻痺 11 60 下垂体性PRL分泌亢進症 14
6 パーキンソン病 244 61 クッシング病 4
7 大脳皮質基底核変性症 4 62 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
8 ハンチントン病 3 63 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 36
9 シャルコー・マリー・トゥース病 4 64 下垂体前葉機能低下症 71
10 重症筋無力症 85 65 甲状腺ホルモン不応症 1
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 72 66 先天性副腎皮質酵素欠損症 4

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性

運動ニューロパチー
23 67 アジソン病 1

13 封入体筋炎 3 68 サルコイドーシス 110
14 クロウ・深瀬症候群 1 69 特発性間質性肺炎 102
15 多系統萎縮症 25 70 肺動脈性肺高血圧症 22
16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除 53 71 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 11
17 ライソゾーム病 16 72 リンパ脈管筋腫症 7
18 副腎白質ジストロフィー 3 73 網膜色素変性症 20
19 ミトコンドリア病 12 74 バッド・キアリ症候群 1
20 もやもや病 22 75 特発性門脈圧亢進症 1
21 亜急性硬化性全脳炎 1 76 原発性胆汁性肝硬変 18
22 全身性アミロイドーシス 21 77 原発性硬化性胆管炎 17
23 ウルリッヒ病 1 78 自己免疫性肝炎 16
24 神経線維腫症 18 79 クローン病 331
25 天疱瘡 36 80 潰瘍性大腸炎 285
26 表皮水疱症 2 81 好酸球性消化管疾患 6
27 膿疱性乾癬（汎発型） 15 82 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
28 高安動脈炎 41 83 CFC症候群 1
29 巨細胞性動脈炎 10 84 全身型若年性特発性関節炎 8
30 結節性多発動脈炎 10 85 先天性ミオパチー 5
31 顕微鏡的多発血管炎 44 86 筋ジストロフィー 38
32 多発血管炎性肉芽腫症 29 87 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 1
33 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 26 88 遺伝性ジストニア 1
34 悪性関節リウマチ 9 89 脳表ヘモジデリン沈着症 1
35 バージャー病 5 90 前頭側頭葉変性症 2
36 原発性抗リン脂質抗体症候群 10 91 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1
37 全身性エリテマトーデス 412 92 痙攣重積型（二相性）急性脳症 3
38 皮膚筋炎／多発性筋炎 169 93 片側巨脳症 1
39 全身性強皮症 78 94 先天性大脳白質形成不全症 1
40 混合性結合組織病 73 95 ドラベ症候群 3
41 シェーグレン症候群 50 96 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1
42 成人スチル病 22 97 ミオクロニー欠神てんかん 2
43 再発性多発軟骨炎 6 98 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1
44 ベーチェット病 83 99 レノックス・ガストー症候群 1
45 特発性拡張型心筋症 51 100 ウエスト症候群 4
46 肥大型心筋症 10 101 環状20番染色体症候群 1
47 再生不良性貧血 51 102 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1
48 自己免疫性溶血性貧血 2 103 レット症候群 1
49 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3 104 スタージ・ウェーバー症候群 1
50 特発性血小板減少性紫斑病 54 105 結節性硬化症 7
51 血栓性血小板減少性紫斑病 1 106 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含 9
52 原発性免疫不全症候群 8 107 特発性後天性全身性無汗症 1
53 IgＡ 腎症 68 108 肥厚性皮膚骨膜症 1
54 多発性嚢胞腎 70 109 マルファン症候群 7
55 黄色靱帯骨化症 10 110 ウィルソン病 6

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
111 ウィリアムズ症候群 1 161
112 多脾症候群 1 162
113 修正大血管転位症 1 163
114 完全大血管転位症 1 164
115 単心室症 1 165
116 三尖弁閉鎖症 1 166
117 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 167
118 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 2 168
119 ファロー四徴症 7 169
120 エプスタイン病 3 170
121 アルポート症候群 3 171
122 急速進行性糸球体腎炎 3 172
123 抗糸球体基底膜腎炎 2 173
124 一次性ネフローゼ症候群 65 174
125 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 175
126 紫斑病性腎炎 8 176
127 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 177
128 オスラー病 6 178
129 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 179
130 副甲状腺機能低下症 5 180
131 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1 181
132 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 182
133 尿素サイクル異常症 3 183

134
レシチンコレステロールアシルトラン

スフェラーゼ欠損症
1 184

135 原発性高カイロミクロン血症 3 185
136 家族性地中海熱 3 186
137 強直性脊椎炎 13 187
138 骨形成不全症 1 188
139 軟骨無形成症 2 189

140
クリッペル・トレノネー・ウェーバー

症候群
1 190

141 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1 191
142 自己免疫性出血病XIII 1 192
143 クロンカイト・カナダ症候群 1 193
144 胆道閉鎖症 38 194
145 アラジール症候群 2 195
146 遺伝性膵炎 2 196
147 ＩｇＧ４関連疾患 9 197
148 好酸球性副鼻腔炎 4 198
149 先天異常症候群 2 199
150 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 1 200
151 先天性気管狭窄症 1 201
152 特発性多中心性キャッスルマン病 2 202
153 203
154 204
155 205
156 206
157 207
158 208
159 209
160 210

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

地域歯科診療支援病院歯科初診料 褥瘡ハイリスク患者ケア加算

歯科外来診療環境体制加算２ ハイリスク妊婦管理加算

歯科診療特別対応連携加算 ハイリスク分娩管理加算

特定機能病院入院基本料（一般病棟 ７対１ 精
神病棟１３対１ 看護補助加算２）

呼吸ケアチーム加算

臨床研修病院入院診療加算 後発医薬品使用体制加算１

救急医療管理加算 データ提出加算２・４

超急性期脳卒中加算 せん妄ハイリスク患者ケア加算

妊産婦緊急搬送入院加算 排尿自立支援加算

診療録管理体制加算１ 地域医療体制確保加算

医師事務作業補助体制加算１ ３０対１ 入退院支援加算１

急性期看護補助体制加算２５対１（看護補助者５
割以上）、夜間１００対１急性期看護補助体制加
算、夜間看護体制加算

入院時支援加算

看護職員夜間１２対１配置加算１ 入退院支援加算３

療養環境加算 認知症ケア加算２

重症者等療養環境特別加算 精神疾患診療体制加算

無菌治療室管理加算１ 精神科急性期医師配置加算２のイ

無菌治療室管理加算２ 救命救急入院料１+救急体制充実加算１ SER①24床

緩和ケア診療加算
特定集中治療室管理料１（PＩＣＵ８床）（小児加
算、早期離床・リハビリテーション加算）

精神科身体合併症管理加算
特定集中治療室管理料２（ＩＣＵ２０床）（早期離床・リハ
ビリテーション加算、早期栄養介入管理加算：ICU）

精神科リエゾンチーム加算
特定集中治療室管理料３（CCU１０床）（早期離
床・リハビリテーション加算）

摂食障害入院医療管理加算 ハイケアユニット入院医療管理料１

栄養サポートチーム加算
総合周産期特定集中治療室管理料（ＭＦＩＣＵ
１２床、ＮＩＣＵ １５床）

医療安全対策加算１ 新生児治療回復室入院医療管理料（ＧＣＵ 21床）

感染防止対策加算１ 小児入院医療管理料１（プレイルーム加算）

感染防止対策地域連携加算 緩和ケア病棟入院料１

抗菌薬適正使用支援加算 児童・思春期精神科入院医療管理料

患者サポート体制充実加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

歯科疾患管理料の注１１に掲げる総合医療管理加
算及び歯科治療時医療管理料

医療機器安全管理料１

糖尿病合併症管理料 医療機器安全管理料２

がん性疼痛緩和指導管理料 医療機器安全管理料（歯科）

がん患者指導管理料イ
在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪
問看護・指導料の注２

がん患者指導管理料ロ
在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理
料

がん患者指導管理料ハ 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

がん患者指導管理料ニ 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

外来緩和ケア管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと
連動する持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下
連続式グルコース測定

移植後患者指導管理料（臓器移植後）
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと
連動しない持続血糖測定器を用いる場合）

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 遺伝学的検査

糖尿病透析予防指導管理料 有床義歯咀嚼機能検査２のイ

ウイルス疾患指導料 有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査

院内トリアージ実施料 精密触覚機能検査

外来放射線照射診療料 骨髄微小残存病変量測定

ニコチン依存症管理料 BRCA1/2遺伝子検査

療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談体
制充実加算

がんゲノムプロファイリング検査

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠
隔モニタリング加算

先天性代謝異常症検査

小児運動器疾患指導管理料
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬ
Ａ抗体（抗体特異性同定検査）

乳腺炎重症化予防ケア・指導料
ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノ
タイプ判定）

婦人科特定疾患治療管理料 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

腎代替療法指導管理料 検体検査管理加算（Ⅰ）

がん治療連携計画策定料 検体検査管理加算（Ⅳ）

肝炎インターフェロン治療計画料 国際標準検査管理加算

外来排尿自立指導料 遺伝カウンセリング加算

ハイリスク妊産婦連携指導料１ 遺伝性腫瘍カウンセリング加算

薬剤管理指導料
心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査
加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

胎児心エコー法 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 外来化学療法加算１

ヘッドアップテイルト試験 無菌製剤処理料

人工膵臓検査、人工膵臓療法 連携充実加算

処置の休日加算１ 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

処置の時間外加算１ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

処置の深夜加算１ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

長期継続頭蓋内脳波検査 がん患者リハビリテーション料

長期脳波ビデオ同時記録検査１ リンパ浮腫複合的治療料

脳波検査判断料１ 歯科口腔リハビリテーション料２

神経学的検査 経頭蓋磁気刺激療法

補聴器適合検査 救急患者精神科継続支援料

全視野精密網膜電図 児童思春期精神科専門管理加算

ロービジョン検査判断料 認知療法・認知行動療法１

コンタクトレンズ検査料１ 治療抵抗性統合失調症治療指導管理料

小児食物アレルギー負荷検査 医療保護入院等診療料

内服・点滴誘発試験 エタノールの局所注入（甲状腺）

経気管支凍結生検法 エタノールの局所注入（副甲状腺）

画像診断管理加算１ 人工腎臓

遠隔画像診断 導入期加算２及び腎代替療法実績加算

ポジトロン断層撮影 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 下肢末梢動脈疾患指導管理加算

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

冠動脈ＣＴ撮影加算 歯科技工加算

心臓ＭＲＩ撮影加算 センチネルリンパ節加算



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の
場合に限る。）

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除
後）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨
移植術に限る。）

肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔
膜、心膜合併切除を伴うもの）に限る。）

後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） 内視鏡下筋層切開術

椎間板内酵素注入療法

腫瘍脊椎骨全摘術

頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
及び脳刺激装置交換術

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるも
の）

頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以
上の電極による場合）に限る。）

胸腔鏡下弁形成術

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 経カテーテル大動脈弁置換術

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交
換術（便失禁）

胸腔鏡下弁置換術

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交
換術（便過活動膀胱）

経皮的中隔心筋焼灼術

角膜移植術（内皮移植加算） ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

羊膜移植術
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
（リードレスペースメーカー）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術
（プレートのあるもの））

両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペース
メーカー交換術

緑内障手術(水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入
術）

網膜再建術

人工中耳植込術

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植
込型骨導補聴器交換術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を
含む）

経皮的循環補助法(ポンプカテーテルを用いたも
の）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 補助人工心臓

喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたも
の）

植込型補助人工心臓（非拍動流型）

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下
顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）

経皮的下肢動脈形成術

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下
顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯
乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネル
リンパ節生検（併用）

乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネル
リンパ節生検（単独）

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、腎(腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡による
もの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉
鎖術（内視鏡によるもの）、膣腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は
皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換
術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動
器交換術（経静脈電極の場合）

腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後
腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、
腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開副腎摘
出術、腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出
術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開腎(尿
管）悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術及び腹腔
鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）
腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施
するもの）

腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）
腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して
内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除
（葉以上）を伴うものに限る。）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限
る。）

体外衝撃波胆石破砕術
遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器
腫瘍摘出術

腹腔鏡下肝切除術
胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡
下胃瘻造設術を含む。）（医科点数表第2章第10部
手術の通則の16に掲げる手術）

生体部分肝移植術 輸血管理料Ⅰ

同種死体肝移植術 貯血式自己血輸血管理体制加算

体外衝撃波膵石破砕術 コーディネート体制充実加算

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 胃瘻造設時嚥下機能評価加算

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 手術の時間外加算１

生体部分小腸移植術 手術の休日加算１

同種死体小腸移植術 手術の深夜加算１

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 麻酔管理料（Ⅰ）

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

麻酔管理料（Ⅱ）

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

放射線治療専任加算

同種死体腎移植術 外来放射線治療加算

生体腎移植術 高エネルギー放射線治療

膀胱水圧拡張術 １回線量増加加算

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 体外照射呼吸性移動体策加算

人工尿道括約筋植込・置換術 定位放射線治療



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

定位放射線治療呼吸移動対策加算

画像誘導密封小線源治療加算

病理診断管理加算２

悪性腫瘍病理組織標本加算

クラウン・ブリッジ維持管理料

歯科矯正診断料

顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を
必要とするものに限る。）の手術前後における歯

口腔粘膜血管腫凝固術

歯科麻酔管理料



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

74回

剖 検 の 状 況

・

・

剖検症例数 22例 ／ 剖検率 3.7%

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

３，７００，０００ 委

補

３，４００，０００ 委

補

２，３４０，０００ 委

補

２，３４０，０００ 委

補

１，４３０，０００ 委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

文科省

精神疾患を有する患者による絵画のdeep learningを用いた画像解析 須田史朗 精神医学

精神科病院における認知症による真の死亡割合の調査

産科婦人科藤原 寛行

AMED

AMED

AMED

AMED

科研費助成事業（基盤研究Ｃ)

精神医学

文科省

科研費助成事業（基盤研究Ｃ) 文科省

文科省科研費助成事業（基盤研究Ｃ)

新規AAVベクターによる肝臓をターゲットにした先天代謝異常症の遺伝
子治療開発

村松 一洋 小児科学 29,640,000

カフェイン中毒の病態解明と 治療法の開発 塩田勝利

地域医療における精神医療ニーズの明確化と効果的な 介入手段の
探索

須田史朗 精神医学

小児およびAYA世代のﾗﾝｹﾞﾙﾊﾝｽ細胞組織球症LCHに対するｼﾀﾗﾋﾞﾝ/
ﾋﾞﾝｸﾘｽﾁﾝを中心とした晩期合併症阻止を目指した新規治療法の開発と
長期ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研究

森本 哲 小児科学 780,000

多様なミトコンドリア病の遺伝子型/表現型/自然歴等をガイドラインに反
映させていくエビデンス創出研究

小坂 仁 小児科学 1,300,000

AMED

1,000,000小児科学

AMED

1,000,000

900,000

厚生労働省

1,400,000

700,000小児科学

グルコーストランスポーター1欠損症に対する遺伝子治療開発 小坂 仁 小児科学 63,700,000

小坂 仁
遺伝性白質疾患・知的障害をきたす疾患の診断・治療・研究システム構
築

13,000,000

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門
補助元又は委託

元

1,300,000小児科学山形 崇倫 文部科学省

森本 哲
小児ランゲルハンス細胞組織球症の遺伝子変異に基づくリスク層別化の
確立

5,800,000小児科学小坂 仁ミトコンドリア病細胞死阻止機構の解明と創薬

800,000小児科学

文部科学省

小児がん患者の症状評価尺度開発のための調査研究 早瀬 朋美

オキシトシン作動薬およびmiRNAによる自閉スペクトラム症治療法開発

門田 行史
難治性ADHDの新規治療・『ニューロフィードバック経頭蓋直流電気刺激
法』の開発

神保 恵理子

小児科学金井 孝裕
小児特発性ステロイド感受性ネフローゼ症候群に対する血管透過性抑制
因子の役割の解析

1,300,000小児科学

小児科学

自閉症スペクトラム障害の分子病態に関連するGPR85のシグナル伝達機
構の解析

ファロー四徴症ラットモデルを用いた大動脈壁血管変性メカニズムの解明

小島 華林
小児中枢神経疾患に対するアデノ随伴ウィルスベクターを用いた遺伝子
治療の開発

1,300,000小児科学関 満

小児科学 900,000

小児科学脳機能検査を活用したADHDの治療アドヒアランス向上プログラムの開発 池田 尚広

グルコーストランスポーター1欠損症を早期診断するスクリーニング法の確
立

中村 幸恵

Niemann-Pick病C型に対する遺伝子治療開発 山形 崇倫

難治性小児急性リンパ性白血病患者に対するがん免疫療法における腸
内環境解析

自閉症の候補遺伝子としてのサーカディアン関連遺伝子とmicroRNAとの
関連解析

小児科学

500,000

小児科学

小児科学

小児科学 104,000,000

川原 勇太

15,990,000

小児科学

文部科学省

文部科学省

文部科学省

1,000,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

800,000 文部科学省

文部科学省

文部科学省

Rett症候群に対するMECP2発現調節等を介した遺伝子治療法開発 宮内 彰彦

後藤 昌英 小児科学

フェロトーシス制御によるミトコンドリア病・癌治療薬開発 小坂 仁

文部科学省

トラマドール中毒の機序解明と治療薬の開発 塩田勝利 精神医学

科研費助成事業（研究活動スタート支援) 文科省

科研費助成事業（基盤研究Ｃ)

佐藤謙伍 精神医学

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

2,080,000
子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法に対するメトホルミンの
適応拡大にむけた多施設共同医師主導治験

妊娠初期の血中GALECTIN—I及びHSD17B1による妊娠高血圧腎症発症
予知

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
若手研究

663,600産科婦人科高橋 宏典
妊娠初期における超早産バイオマーカー探索：エクソソーム中胎盤特異
的miRNA

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
基盤研究

（C）

1,279,800産科婦人科大口 昭英

産科婦人科大口 昭英
妊娠28週未満発症の早産期前期破水妊婦に対するアジスロマイシン投
与による気管支肺異形成の予防法の開発

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

130,000産科婦人科藤原 寛行
思春期女性のHPVワクチン公費助成開始後における子宮頸癌の
HPV16/18陽性割合の推移に関する疫学研究

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

5,286,587

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

研究経費 4,550,000 円 補

直接経費 3,500,000円 委

研究経費 4,420,000 円 補

直接経費 3,400,000円 委

総額747.5万円 補

委

補

委

補

委

藤本 茂
脳出血超急性期患者への遺伝子組換え活性型第Ⅶ因子投与の有効性
と安全性を検証する研究者主導国際臨床試験

補

委

神経内科松浦 徹
ロングリードシーケンサーを用いた筋強直性ジストロフィー2型伸長リピート
構造の解明

国立循環
器病研究
センター循
環器病研
究開発費

100万円神経内科藤本 茂
心房細動を伴う脳梗塞における適切な直接経口抗凝固薬開始時期の探
求

補

委

補

委

科学研究
費助成事
業基盤研

究C

260万円

村松 慎一Niemann-Pick病C型に対する遺伝子治療開発

日本医療
研究開発

機構
(AMED)

10780万円神経内科村松 慎一分子病態に基づく神経変性疾患の遺伝子治療

補

委

補

委

神経内科

神経内科村松 慎一
新規AAVベクターによる肝臓をターゲットにした先天代謝異常症の遺伝
子治療開発

日本医療
研究開発

機構
(AMED)

680万円神経内科村松 慎一
AAVベクター遺伝子治療/ゲノム編集治療/CAR-T療法に関する研究開
発

補

委

補

委

中村潤
CAWS川崎病様血管炎モデルにおけるNLRP3インフラマソームの機能解
析

平成32年
度厚生労
働科学研
究費補助
金（新興・
再興感染
症及び予
防接種政
策推進研

放射線治療部白井克幸

神経内科

文部科学
省科学研
究費補助

金

森 墾
急性弛緩麻痺、脳炎・脳症等の神経疾患に関する網羅的病原体検索を
含めた原因及び病態の究明、治療法の確立に資する臨床疫学研究
（H31-新興行政-一般-007）

1,482,068産科婦人科

文部科学
省科学研
究費補助

金

143万円アレルギー膠原病学

AMED臨床
研究・治験
推進研究

事業

日本医療
研究開発

機構
(AMED)

850万円

日本医療
研究開発

機構
(AMED)

500万円

科学研究
費補助金
基盤研究C

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
若手研究

2,122,981

91万円

科学研究
費補助金
基盤研究C

50万円

産科婦人科石田 洋一
妊娠前、妊娠中の末梢血NK細胞の遺伝子・microRNA発現と各種病態形
成

頭頸部癌放射線治療における免疫チェックポイント分子機構の予後への
影響

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
若手研究

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
若手研究

（B）

1,571,360産科婦人科永山 志穂
切迫流・早産妊婦の便中の制御性T細胞誘導性クロストリジウム属菌と早
産発生との関連

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
基盤研究

（C）

804,170産科婦人科鈴木 寛正
母体血中の細胞外小胞による妊娠高血圧腎症の予知法と発症関連蛋白
に関する研究

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
基盤研究

（C）

417,720産科婦人科嵯峨 泰バソヒビン2を標的とした卵巣がん新規治療に関する基礎研究

686,699産科婦人科嵯峨 泰
バソヒビンファミリーによる血管新生と免疫逃避を標的とした新たな卵巣が
ん治療の開発

文部科学
省学術研
究助成基
金助成金
基盤研究

（C）

アレルギー膠原病学佐藤浩二郎破骨細胞分化における転写因子Nfatclアイソフォームの機能解析

小柳 貴裕
血管新生促進因子バソヒビン2を標的とした新たな婦人科がん治療法の
開発

白井克幸
前立腺癌術後照射患者における免疫チェックポイント分子機構の予後へ
の影響

放射線治療部

放射線治療部

○

○

○

○
○

○

○

○



2,000,000円 補

700,000円 補

1,000,000円 補

700,000円 補

500,000円 補

800,000円 補

600,000円 補

2,000,000円 補

希少てんかんに関する包括的研究 700,000 補 厚生労働省

委

6,700,000 補

委 基盤（B）

長期電気刺激と外科的介入による大脳ﾏﾙﾁｽｹｰﾙでの機能的及び形態
的変化の研究

川合謙介 脳神経外科
文部科学

省

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

神経内科村松 慎一神経再生促進因子LOTUSによる脊髄損傷に対する遺伝子治療法の開発

日本医療
研究開発

機構
(AMED)

325万円神経内科村松 慎一グルコーストランスポーター1欠損症に対する遺伝子治療開発

補

委

補

委

進行性核上性麻痺と関連タウオパチーの患者レジストリと試料レポジトリを
活用した診療エビデンスの構築

厚生労働
科学研究
費補助金
難治性疾患
政策研究事

業

75万円神経内科森田 光哉神経変性疾患領域における基盤的調査研究

AMED 難
治性疾患
実用化研
究事業

52万円

文部科学
省科学研
究費若手
研究（Ｂ）

80万円神経内科益子 貴史
ALSの新規細胞質封入体構成蛋白質Drb1による細胞毒性獲得機構の解
明

AMED 難
治性疾患
実用化研
究事業

271万円神経内科森田 光哉
球脊髄性筋萎縮症の適正治療に関するエビデンス構築のための臨床研
究

文部科学
省科学研
究費若手
研究（Ｂ）

70万円神経内科松薗 構佑非翻訳領域リピート病-SCA36-の多系統に渡る神経障害の病態解明

（研究代表者）

川合謙介 脳神経外科

神経内科森田 光哉

日本医療
研究開発

機構
(AMED)

130万円

循環器内科学部門高橋政夫

(若手研究)（研究代表者）

科学研究
費助成事
業

循環器内科学部門苅尾七臣

（分担研究者）

科学研究
費助成事
業

冠動脈プラーク形成における拍動と局所血行動態の影響ならびに降圧薬
の効果に関する研究

公益信託
医用薬物
研究奨励
富岳基金

（研究代表者）

科学研究
費助成事
業

循環器内科学部門藤原健史

(若手研究)（研究代表者）

科学研究
費助成事
業

循環器内科学部門小森孝洋

住環境が脳・循環器・呼吸器・運動器に及ぼす影響実測と疾病・介護予
防便益評価

（研究代表者） (若手研究)

科学研究
費助成事
業

循環器内科学部門甲谷友幸1心拍毎の観血的血圧測定・非観血的血圧測定と左室拡張障害の関連

（研究代表者）
(基盤研究
C)

渡部智紀 循環器内科学部門
科学研究
費助成事
業

（研究代表者）
(基盤研究
C)

冨谷奈穂子 循環器内科学部門
科学研究
費助成事
業

フレイル合併高齢心不全患者への非監視型心臓リハビリテーションの有
効性とその最適化

夜間家庭血圧変動性の増大と臓器障害・心血管イベントとの関連

心房細動における家庭血圧計を用いた血圧管理指標の確立と心房細動
検出に関する研究

冠動脈プラーク形成における拍動と局所血行動態の影響および降圧薬
の効果に関する研究

働き世代の隠れたリスク-職場高血圧、昼間高血圧に関する検討

高橋政夫 循環器内科学部門

○



1,100,000 補

委

700,000 補

委

700,000 補

委

800,000 補

委

1,000,000 補

委

700,000 補

委

800,000 補

委

86,450千円 補

委

1,000千円 補

委

1,000,000 補

委

1,300,000 補

委

1,430,000 補

委

500,000 補

委

補

委

剪断応力に対する血管内皮細胞/平滑筋細胞の相互作用が二尖弁大動
脈拡大に及ぼす影響

川人 宏次 心臓血管外科 文科省

腎幹細胞の老化メカニズムの解明

大野 和寿 腎臓内科学部門 文部科学
省科学研
究費補助

金

超解析技術を用いた脳MRA高解像化

難波克成 脳神経外科
文部科学

省

てんかん発作による暴走事故ｾﾞﾛを目指した顔画像解析にによる異常検
知技術の実臨床評価

伴 知晃 脳神経外科
文部科学

省

手術用顕微鏡に対応した拡張現実型3Dﾆｭｰﾛﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰの開発

佐藤 信 脳神経外科
文部科学

省

若手研究

実臨床いおける海馬の時間的予想機構の解明

大貫良幸 脳神経外科
文部科学

省

若手研究

ヒト頭蓋内脳波解析による聴覚情報処理機構の解明

石下洋平 脳神経外科
文部科学

省

若手研究

拡張現実を応用した新型内視鏡下支援ﾅﾋﾞｹﾞｰションｼｽﾃﾑの開発

山口 崇 脳神経外科
文部科学

省

基盤（C）

脳卒中患者の認知機能個人差に根ざしたﾆｭｰﾛﾌｨｰﾄﾞﾊﾟｯｸ訓練と運動機
能への影響

手塚正幸 脳神経外科
文部科学

省

若手研究

成人T細胞性白血病/リンパ腫に対するTax特異的T細胞受容体遺伝子
導入免疫細胞 療法の開発

神田善伸
内科学講座血液学部

門 国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

アロ反応性T細胞の代謝リプログラミングを標的としたGVHD治療の開発

佐藤 一也
内科学講座血液学部

門
日本血液学

会

尿細管の老化メカニズムの解明

永山 泉 腎臓内科学部門 文部科学
省科学研
究費補助

金

大動脈壁異常血流の解析を目標としたミニブタ大動脈二尖弁化実験モデ
ルの確立

板垣 翔 心臓血管外科 自治医大

ｴｽﾄﾛｹﾞﾝ･ｱﾝﾄﾞﾛｹﾞﾝｼｸﾞﾅﾙによる転移性前立腺癌のﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝﾒﾃﾞｨｼﾝ

藤村哲也 腎泌尿器外科学講座

基盤研究C

泌尿器科学部門

3,120,000



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

低価格３Ｄプリンター用いた気管支鏡シミュレーション教育の効果検証
文科省科研
費 （若手）

中山雅之 呼吸器内科 700,000

IL-10発現アデノ随伴ウイルスベクターによる難治性呼吸器疾患の新規治
療法開発

文科省科研
費 （若手）

黒崎史朗 呼吸器内科 1,300,000

肺がん免疫療法における新規効果予測検査の開発研究
文科省科研
費 （若手）

澤幡美千瑠 呼吸器内科 800,000

呼吸器内科 4,100,000

改良コンディショナルリプログラミングによる2型肺胞上皮細胞の新規培養
法と機能解析

文科省科研
費 （基盤

C）
久田 修 呼吸器内科 1,100,000

ヒト難治性呼吸器疾患(下気道～肺)の病変解析による概念実証(POC) AMED

ゲノム編集技術を用いた難治性遺伝性呼吸器疾患の病態解析と次世代
新規治療法開発

文科省科研
費 （基盤

B）
鈴木拓児

術後膵瘻ゼロを目指した膵断端処置具の新規開発 AMED兼田裕司 消化器一般移植外科 3,824,000円

Borderline resectable膵癌に対する集学的治療を用いた標準治療確立に
関する研究

AMED佐田尚宏 消化器一般移植外科 200,000円

消化器癌書式内好中球細胞トラップが腫瘍浸潤リンパ球の動態に与える
影響の解明

文部科学省
科学研究費補

助金
金丸理人 消化器一般移植外科 1,100,000円

がん微小環境におけるムチン発現と免疫細胞浸潤様式の関連性につい
ての包括的解析

文部科学省
科学研究費補

助金
芝 聡美 消化器一般移植外科 1,100,000円

齋藤 心 消化器一般移植外科 600,000円

術後膵瘻ゼロを目指した膵断端処置具の新規開発
文部科学省

科学研究費補
助金

兼田裕司 消化器一般移植外科 1,500,000円

1,400,000円

呼吸器内科 6,000,000

スキルス胃癌の浸潤・転移における平滑筋細胞の役割の解明と新規治療
戦略への応用

文部科学省
科学研究費補

助金

腫瘍局所の代謝に注目した新たなる直腸癌術前免疫放射線療法の開発

鯉沼広治 消化器一般移植外科
文部科学省

科学研究費補
助金

腹膜播種の成立における好中球細胞外トラップの意義－宿主免疫側から
の検討

文部科学省
科学研究費補

助金
宮戸英世 消化器一般移植外科 1,300,000円

間藤尚子



390,000 補

委

1,170,000 補

委

780,000 補

委

1,900,000 補

委

1,600,000 補

委

1,600,000 補

委

補

4,290,000/3年分 委

補

1,000,000円/転入(東北
大学大学病院より)

委

補

100,000/1年 委

補

500,000/1年 委

10,400,000 円 補

委 計111件

(注) 1

2

3

深層学習を用いた治療後視力予後の学習

伊野田 悟 眼科学

文部科学省
科学研究費
補助金

糖尿病黄斑浮腫の抗VEGF無効例とステロイド無効例の判別およびそれ
ぞれの病態解明 坂本 晋一 眼科学

文部科学省
科学研究費
補助金

インフリキシマブの血中濃度測定を活用したベーチェット病ぶどう膜炎の
治療法の確立 渡辺 芽里 眼科学

文部科学省
科学研究費
補助金

革新的技術による微小転移の可視化と転移初期段階の分子機構の解明

柴野 智毅 呼吸器外科

文科省

e-ラーニングとシミュレーターを用いた効果的な気管支鏡教育法の確立

山本 真一 呼吸器外科

文科省

肺葉切除後の心原性脳梗塞の原因解明-肺静脈遮断に伴う左房内血流
パターンの変化

遠藤 俊輔 呼吸器外科

文科省

坂本博次 消化器内科学

IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究

菅野 敦 消化器内科学

膵上皮内癌周囲の膵腺房細胞萎縮に着目した膵癌早期診断の基礎的
研究

菅野 敦 消化器内科学

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の
医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

文科

基盤C

厚労科研

難治性疾
患政策

厚労科研

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

難治性疾
患政策

消化管過誤腫性腫瘍好発疾患群の小児から成人へのシームレスな診療
体制構築のための研究

笹原 鉄平 臨床感染症センター

消化器内科学

クローン病における小腸特異的細菌の探索と感受性遺伝子TNFSF15の
関連性の解明

山本 博徳

文科

基盤C

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。

長期滞在型高齢者福祉施設における効率的な感染対策プログラムの開発

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構



2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Case report

4 Original Article

5 Case report

6 Case report

7 Original Article

8 Case report

9 Case report

10 Original Article

11 Case report

12 Original Article

13 Case report

14 Original Article

15 Case report

16 Case report

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

Noguchi, Tadahide；
Konno, Yu ;
Sugiura, Yasushi;
et al.

歯科口腔外科学講座

雑誌名・
出版年月等

Combination Laser Treatment With Real-Time Ultrasound
Navigation for Oral Venous Malformations

Journal of Craniofacial
Surgery.2020
Nov/Dec;31(8):e772-e776

小児科学

Efficacy of plasma exchange with a high dose of acyclovir
for disseminated varicella infection.

CEN Case Rep,2020
9:15-18,

Batjargal,K.,
Tajima,T.
,Jimbo,E.F.他

小児科学
Effect of 4-phenylbutyrate and
valproate on dominant mutations of WFS1 gene in Wolfram
syndrome.

J Endocrinol Invest
,2020,43:1317-1325

Brain Dev,2020, 43:140-
143,

Kurane,K.,
Monden,Y.,
Tanaka,D.他

MOG-Ab titer-guided approach for steroid tapering to
prevent relapse in children with MOG antibody-associated
ADEM diseases:A case report.

Mult Scler Relat Disord
,2020,45:102320

Anzai,T.,
Yamagata,T.,
Uosaki,H.

小児科学
Comparative Transcriptome Landscape of
Mouse and Human Hearts.

Front Cell Dev Biol,2020,
8:268,

Aoyagi,J.,
Kanai,T.,
Maru,T.他

小児科学

Brain Dev,2020, 42:185-
191,

小児科学

小児科学

Kawahara,Y.,
Morimoto,A.,
Oh,Y.他

小児科学
Serum and cerebrospinal fluid
cytokines in children with acute
encephalopathy.

Koshu,K.,
Ikeda,T.,
Tamura,D.他

A case of Kawasaki disease complicated by acute
disseminated
encephalitis.

Matsubara,D.,
Kauffman,HL.,
Wang,Y.他

Echocardiographic Findings in Pediatric Multisystem
Inflammatory Syndrome
Associated With COVID-19 in the United States.

Tamura,D.,
Inoue,S.,
Ozaki,A.他

Surfactant protein D
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Lefor,A.K. and
Yamamoto,H

消化器内科
New Diagnostic Approach for Esophageal Squamous Cell
Neoplasms Using Linked Color Imaging and Blue Laser
Imaging Combined with Iodine Staining.

Clinical
endoscopy.2019.52(5):
497-501

Watanabe,S.,
Morimoto,N.,
Miura,K.,
Takaoka,Y.,
Nomoto,H.,
Tsukui,M.,
Isoda,N., Ohnishi,
H., Nagashima, S.,
Takahashi, M.,
Okamoto, H. and
Yamamoto,H.

消化器内科
Full-genome characterization of the RIVM-HAV16-090-
like hepatitis A virus strains recovered from Japanese men
who have sex with men, with sporadic acute hepatitis A

Hepatology research : the
official journal of the Japan
Society of
Hepatology.2019.49(5):
521-530

Yamamoto,H. and
Aabakken, L.

消化器内科 Small-bowel endoscopy.
Endoscopy.2019.51(5):
399-400

Yamamoto,H.,
Hayashi,Y. and
Despott, E. J.

消化器内科

The pocket-creation method for endoscopic submucosal
dissection combined with saline-immersion: another
potential option to overcome challenges in colorectal
endoscopic submucosal dissection.

Gastrointestinal
endoscopy.2019.90(2):
288-289

Yamamoto,H.,
Shinozaki,S.,
Hayashi,Y.,
Miura,Y.,
Khurelbaatar, T.,
Osawa,H. and
Lefor,A.K.

消化器内科

Advanced Treatment and Imaging in Colonoscopy: The
Pocket-Creation Method for Complete Resection and
Linked Color Imaging for Better Detection of Early
Neoplastic Lesions by Colonoscopy.

Clinical
endoscopy.2019.52(2):
107-113

Yamashina,T.,
Uedo, N.,
Akasaka, T.,
Iwatsubo, T.,
Nakatani, Y.,
Akamatsu, T.,
Kawamura, T.,
Takeuchi, Y.,
Fujii, S., Kusaka,
T. and

消化器内科
Comparison of Underwater vs Conventional Endoscopic
Mucosal Resection of Intermediate-Size Colorectal Polyps.

Gastroenterology.2019.15
7(2): 451-461.e452

Sasahara,T.,
Ae,R.,
Yoshimura,A. et
al.

感染制御部
Association between length of residence and prevalence of
MRSA colonization among residents in geriatric long-term
care facilities.

BMC Geriatr., 2020, 20:
481.

Sasahara,T.,
Ogawa,M.,
Fujimura,I. et al.

感染制御部
Efficacy and effectiveness of showerheads attached with
point-of-use (POU) filter capsules in preventing
waterborne diseases in a Japanese hospital.

Biocontrol Science,2020
25(4): 223-230.



168 Original Article

169 Original Article

170 Original Article

171 Others

172 Case report

173 Original Article

174 Original Article

175 Review

176 Original Article

177 Case report 計177件

(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 計 件

(注) 1

2

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであるこ
と。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合に
おいては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に
所属している場合に限る。）

自治医科大学附属病院
Treatment of psoriasis vulgaris with guselkumab in a
patient with non-small cell lung cancer

発表者氏名

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

Eur J
Dermatol.2020.30(5):609-
611

題名

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

筆頭著者の
特定機能病院における所属

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるもの
を七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載するこ
と。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ペー
ジ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

Kamiya K, Komine
M, Ohtsuki M

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記
入すること。

Suzuki,J.,
Sasabuchi,Y.,
Hatakeyama,S. et
al.

感染症科

Histamine-2 receptor antagonista versus proton pump
inhibitors for septic shock after lower gastrointestinal tract
perforation: a retrospective cohort study using a national
inpatient database.

J Intensive Care, 2020 8:
56.

Suzuki,J.,
Sasabuchi,Y.,
Hatakeyama,S. et
al.

感染症科

The effect of antithrombin added to recombinant human-
soluble thrombomodulin for severe community-acquired
pneumonia-associated disseminated intravascular
coagulation: a retrospective cohort study using a
nationwide inpatient database.

J Intensive Care, 2020 8:
8.

Suzuki,J.,
Sasahara,T.,
Minami,K. et al.

感染症科
Impact of infectious desease consultation on patients with
Staphylococcus aureus bacteremia at a Japanese tertiary
hospital: A retrospective observational study.

J Infect Chemother.2020.
26（8）: 780-784

Katoh N ,Kataoka
Y , Saeki H,他

京都府立医科大学病院
Efficacy and safety of dupilumab in Japanese adults with
moderate-to-severe atopic dermatitis: a subanalysis of
three clinical trials

Br J Dermatol.2019.
183(1):39-51

Recent Advances in Psoriasis Research; the Clue to
Mysterious Relation to Gut Microbiome

Int J Mol Sci.2020.
8;21(7):2582

Chiang B, Kamiya
K Maekawa T 他

自治医科大学附属病院 Diagnostic Clues for Pagetoid Bowen's Disease.
Indian J
Dermatol.2020.65(2):167-
169

Morita A, Tani Y,
Matsumoto K 他

名古屋市立大学病院
Assessment of serum biomarkers in patients with plaque
psoriasis on secukinumab

J Dermatol.2020.47(5):
452–457

Kishimoto M,
Komine M,
Kamiya K他

自治医科大学附属病院
Drug survival of biologic agents for psoriatic patients in a
real-world setting in Japan

J Dermatol.2020.47(1):33-
40

Ogata D,
Namikawa K,
Otsuka M他

国立がん研究センター中央
病院

Systemic treatment of patients with advanced
cutaneoussquamous cell carcinoma: response rates and
outcomes ofthe regimes used

Eur J
Cancer.2020.127:108-117

Komine M 自治医科大学附属病院



(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・ 手順書の主な内容

自治医科大学における人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理審査委員会手順書

自治医科大学における人を対象とする生命科学・医学系研究における人体から取得された試

料及び情報等の保管に関する手順書

自治医科大学における人を対象とする生命科学・医学系研究に関する実施手順書

自治医科大学における臨床研究等の実施に伴う重篤な有害事象発生における対応手順書

自治医科大学における臨床研究に係るモニタリング及び監査の受け入れに関する標準業務

手順書

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

学校法人自治医科大学利益相反委員会内規

学校法人自治医科大学利益相反マネージメントポリシー

学校法人自治医科大学における人を対象とする医学系研究の実施に係る利益相反ポリシー

学校法人自治医科大学における臨床研究等に係る利益相反についての手順書



③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年1回

（持ち回り審議決裁として

開催）

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年0回

・研修の主な内容

COVID-19のため研究倫理講習会は中止とし、e-learning(CREDITS)のみ実施した。

(注）前年度の実績を記載すること。































































































(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

外科医（消化器外科、外傷外科）に対しての専門的研修

自治医科大学先端医療技術開発センターにて、主としてブタを用い以下の研修を実施している。

 摘出臓器を用いた、Ex Vivoトレーニング研修

 生体（ブタ）を用いた、Live Animalトレーニング研修

 外傷外科トレーニング

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 205.2人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

松村 正巳 内科（総合診療

内科）

科長 35年

長田 太助 内科（腎臓） 科長 29年

神田 善伸 内科（血液） 科長 30年

石橋 俊 内科（内分泌代

謝）

科長 39年

藤井 博文 内科（臨床腫瘍

）

科長 33年

森澤 雄司 内科（感染症） 科長 30年

丹波 嘉一郎 内科（緩和ケア

）

科長 37年

狩尾 七臣 循環器科 科長 34年

山本 博徳 消化器科 科長 37年

萩原 弘一 呼吸器科 科長 38年

藤本 茂 神経内科 科長 27年

佐藤 浩二郎 アレルギー科 科長 26年

佐藤 浩二郎 リウマチ科 科長 26年

小宮根 真弓 皮膚科 科長 33年

森 墾 画像診断科 科長 24年

白井 克幸 放射線治療科 科長 18年

松木 充 小児画像診断部 科長 30年



須田 史明 精神科 科長 25年

阿部 隆明 精神科

（子どもの心の

診療科）

科長 40年

山形 崇倫 小児科 科長 35年

細谷 好則 外科（消化器） 科長 31年

岩見 大基 外科（腎臓） 科長 21年

佐久間 康成 外科（移植） 科長 29年

佐久間 康成 外科（小児移植

）

科長 29年

北山 丈二 外科（乳腺） 科長 37年

川人 宏次 心臓血管外科 科長 35年

岡 徳彦 心臓血管外科（

小児・先天性心

臓血管外科）

科長 24年

坪地 宏嘉 呼吸器外科 科長 26年

吉村 浩太郎 形成外科 科長 36年

吉村 浩太郎 形成外科（小児

形成外科）

科長 36年

吉村 浩太郎 美容外科 科長 36年

小野 滋 小児外科 科長 30年

川合 謙介 脳神経外科 科長 34年

五味 玲 脳神経外科（小

児脳神経外科）

科長 37年

竹下 克志 整形外科 科長 34年

吉川 一郎 整形外科（小児

整形外科）

科長 38年

藤原 寛行 産科 科長 31年

藤原 寛行 婦人科 科長 31年

藤村 哲也 泌尿器科 科長 26年

中井 秀郎 泌尿器科（小児

泌尿器科）

科長 40年

伊藤 真人 耳鼻咽喉科 科長 34年

伊藤 真人 耳鼻咽喉科

（小児耳鼻咽喉

科）

科長 34年

川島 秀俊 眼科 科長 38年

竹内 護 麻酔科 科長 36年

竹内 護 小児手術・集中

治療部

科長 36年

間藤 卓 救急科 科長 34年

森田 光哉 リハビリテーシ

ョン科

科長 35年

吉川 一郎 小児リハビリテ

ーション部

科長 38年

福嶋 敬宜 病理診断科 科長 31年

森 良之 歯科口腔外科 科長 37年

森 良之 歯科口腔外科 科長 37年



（小児歯科口腔

外科）

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

回答なし

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

回答なし

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

回答なし

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ２．現状
管理責任者氏名 病院長 佐田 尚宏
管理担当者氏名 病院事務部長 篠宮 正巳

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 ・電子カルテシステムサ
ーバー
・診療情報管理室
・各診療科

平成18年度より電子カ
ルテによる運用を行っ
ている。
電子カルテ導入前の記
録については、診療情報
管理室で管理している。
診療録等の持ち出しに
ついては、原則禁止とし
ている。やむを得ず持ち
出す場合は、別途規定に
定めている。
（『自治医科大学附属病
院の患者等の個人情報
保護に関する規定』、『
自治医科大学附属病院
情報システム利用規程』
等）

各科診療日誌
処方せん
手術記録
看護記録
検査所見記録
エックス線写真
紹介状
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 人事課
高度の医療の提供の実績 医事課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

総務課

高度の医療の研修の実績 総務課
閲覧実績 総務課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療の質向上・安全推進
センター

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療の質向上・安全推進
センター

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療の質向上・安全推進
センター

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療の質向上・安全推進
センター



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染制御部

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染制御部

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染制御部

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染制御部

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

医療の質向上・安全推進
センター

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

医療の質向上・安全推進
センター

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

用度課及び臨床工学部

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

医療の質向上・安全推進
センター



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

総務課及び医療の質
向上・安全推進セン
ター

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

感染制御部

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

医療の質向上・安全
推進センター

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医療の質向上・安全
推進センター

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

医療情報部

医療安全管理部門の設置状況 医療の質向上・安全
推進センター

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

研究支援課

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

研究支援課

監査委員会の設置状況 総務課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療の質向上・安全
推進センター

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療の質向上・安全
推進センター

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

医療の質向上・安全
推進センター

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

医療の質向上・安全
推進センター

職員研修の実施状況 医療の質向上・安全
推進センター、感染
制御部

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

総務課

管理者が有する権限に関する
状況

総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

総務課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

総務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 佐田 尚宏

閲 覧 担 当 者 氏 名 佐田 尚宏

閲覧の求めに応じる場所 総務課

閲覧の手続の概要

総務課内における原本の閲覧

病院ポータルサイトに議事要旨の掲載

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 0件

閲 覧 者 別 医 師 延 0件

歯 科 医 師 延 0件

国 延 0件

地 方 公 共 団 体 延 0件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：
・医療安全に関する基本的な考え方
・院内組織に関する基本的事項
・重大事故発生時の対応 等

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有・無 ）
・ 開催状況：年 12回
・ 活動の主な内容：

・インシデント報告・対策の検討
・各種審査委員会の報告
・指針・手順書・マニュアルの改正承認
・改善に向けての提案・検討 等

② 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年１５回

・ 研修の内容（すべて）：

新入職職員講演、新人多職種合同研修会、新入職研修医研修会、
新入職看護師研修会、中心静脈カテーテル挿入認定研修会、
研修医医療安全セミナー
全職員対象講習会：『医療安全2020～再確認と新しい取り組み～』

『院内医療安全活動の紹介』
（医薬品・医療機器・放射線

）

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

・講習会開催(web)
・ｅ-ラーニングでの確認
・ワーキンググループ・部会（医薬品安全管理・医療機器安全管理）
での検討

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：
院内感染対策に関する基本的な考え方
院内感染対策に関連する委員会に関する基本的事項
院内感染対策のための従事者に対する研修に関する基本方針
感染症の発生状況の報告とそれに対する対応に関する基本方針
患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針
その他の当該病院等における院内感染対策の推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・ 活動の主な内容：
病院長が積極的に感染対策に関わり、院内感染対策委員会、ICT 、感染制御部が中心と

なって、すべての職員に対して組織的な対応と教育・啓発活動をする。
院内感染対策委員会で検討した事項は病院長に諮問した上で日常業務化する。
感染制御部長は ICT および感染制御部を統括する。
感染管理認定看護師は感染管理リンクスタッフ勉強会を主催、統括する。

※附属病院COVID-19対策本部会議として、病院執行部メンバー、事務部門、全診療科長が参加するWe
b会議を週1回開催し、全病院的な情報共有を図った。

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年24回

・ 研修の内容（すべて）：
全職員対象医療安全・感染対策合同講習会：年2回 【動画配信・e-learning受講】
新入職員対象オリエンテーション（全職種向け：年1回・看護師向け：年3回）
新入臨床研修医向け実習(事前演習有)：年1回
研修医向け合同講習会：年1回 【動画配信・e-learning受講】
中途採用者・復職者対象オリエンテーション 【動画配信・e-learning受講（常時）】
リンクスタッフ（所属部署の感染管理担当者）勉強会：年10回
部署別個別研修会：依頼に基づき随時実施：6回
清掃委託業者・従業者向けの感染防止対策研修
（栃木ビル商事・大和興産・㈱ダスキンヘルスケアあて、研修資料配布）

※ 新型コロナウイルス感染症の流行により、『totaraシステム』を利用した『動画配信・
e-learning受講』による研修を多用した。

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための
方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

感染制御部に細菌検査システムが常時設置されており、検査データ（微生物データ）を 毎
営業日確認し、状況を把握している。

すべての職員に配布した感染防止対策マニュアル（ポケット版）にアウトブレイク対応の手
順が明記されている。

電子カルテ上に、検査結果から経路別予防策の必要な患者に対する経路別のタグが、原則と
して自動的に掲載される。また、病棟毎の感染症マップでは、経路別予防策の必要な患者



が一覧できる。
感染症マップから病棟毎の MRSA 検出症例が把握できるので、集計・分析を行い、月例の院

内感染対策委員会においてフィードバックしている。
医療従事者の針刺し・切創について感染症科の協力を得て常時対応している。
独立した感染症科が組織横断的なコンサルテーション診療による適正抗菌療法を図ってい

る。
抗菌薬適正使用使用支援チーム（AST）を組織し、継続的に活動している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年30回以上

・ 研修の主な内容：

QSセンターが実施するセンター内で実施
・薬剤部の活動

（新人看護職員研修会オリエンテーション、新人看護師の薬剤部における実地研修）
・薬の処方および麻薬の取り扱いについて（レジデントオリエンテーション）
・危険薬の取り扱い等について（病棟担当者による説明会）
・薬剤部研修会
など

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

薬剤部及びQSセンターで手順書作成済
・医薬品の安全使用のための業務手順書の改訂
・チェックリストに基づく実施状況の確認（手順書の遵守状況確認）
・院内巡視および私立医科大学病院医療安全相互ラウンドの実施
・従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

202114～202119 11件

・ その他の改善のための方策の主な内容：

各病棟・診療ユニット担当薬剤師から処方内容についてチェックし、適応外の薬品があれば委
員会に積極的に提出して頂いている。

・医療の質向上・安全推進センター（QSセンター）への専任薬剤師配置によるQSセンターと薬剤
部の連携

・PMDAメディナビおよび日本医療機能評価機構等からの医療安全情報の収集、製薬会社等からの
医薬品安全情報の収集および重要な情報のQSマネージャー会議を通して全職員への周知

・未承認等の医薬品に関する情報のQS委員会、QSマネージャー会議を通して全職員への周知
・医薬品安全管理部会における医薬品の安全使用のための検討
・QSセンターカンファにおいて医薬品に関するインシデントに関わる情報の収集、改善対策の検

討・提案・実施
など

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年54回

・ 研修の主な内容：

・新規医療機器導入時の取り扱い説明・研修
・人工呼吸器・補助循環装置・AED・CHDF装置の安全研修

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

人工心肺及び補助循環装置・人工呼吸器・血液浄化装置・除細動器（AED含む）・閉鎖式保育
器・CTエックス線装置・診療用高エネルギー放射線発生装置・診療用放射線照射装置について
の保守点検計画、実施

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：

・人工呼吸器（HamiltonG5）でのトリガーモードINTELLiSync+を使用
・Nutri Vent multifunction naso-gastric catherter(食道内圧バルーン) 人工呼吸器管理
での経肺圧モニタリングに使用

・ その他の改善のための方策の主な内容：

・医療安全情報・PMDA・メーカーからの情報収集
・インシデント事案の分析・検討し、現場へフィードバックを行う。
・定期的に広報誌を発行し現場への周知を行う

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

・毎週水曜日に開催されるモーニングカンファレンスに出席
・医療の質向上・安全推進委員会に出席し、医療安全、医薬品安全管理、医療機器安全管理に

関する報告を受け、審議を行っている。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（14名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

・QSセンターを介した医薬品の安全管理、薬剤部からの情報提供

・医薬品安全管理責任者の指示の下、薬剤部医薬品情報室担当者により医薬品に関する安全性情報

の収集・整理・院内職員への周知が行われ、病棟担当薬剤師からも担当病棟への情報提供を行っ

ている。

・PMDA メディナビおよび日本医療機能評価機構等からの医療安全情報、製薬会社等からの医薬品安

全情報等を利用して定期的に行っている情報収集・整理・周知の他、臨時で行う緊急性のある情

報提供では、薬剤部医薬品情報室担当者と連携し、院内メールや院内ポータルサイト、紙面等を

適切に利用して情報の周知を行っている。

・QSマネージャー会議において、安全性に関わる情報・未承認薬等の情報を報告し、全職員に周知

している。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

QSセンター 未承認薬審査委員会を開催、また、適応外医薬品 薬事委員会内で実施

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）



（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：診療情報管理室と連携して、毎月ＩＣ欄利用率及び同席者基準遵守率を算出し、診療科にフィード

バック

した。その結果、2021 年 7月の退院患者を対象としたＩＣ欄利用率は 80.5％、同席者基準遵守

率は 76.4

％と良好である。

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

責任者の統括のもと診療録が適切に記載されているかを確認するため定期的に質的監査及び量的監

査を実施している。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（9）名、専任（2）名、兼任（19）名

うち医師：専従（1）名、専任（2）名、兼任（11）名

うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（1）名

うち看護師：専従（3）名、専任（0）名、兼任（1）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

・医療の質向上・安全推進委員会に係る業務

・講習会・研修会の企画・運営に関すること

・有害事象発生時の支援に関すること



・高難度新規医療技術、承認医薬品等、適応外医療機器に関すること 等

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（26 件）、及び許可件数（26 件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術提供の適否の決定、診療科長に対し結果報告、医療安全管理責任者および

病院長への報告、診療科から定期的または患者死亡時等の報告、適正な実施の確認

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（21 件）、及び許可件数（20 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

未承認新規医薬品等提供の適否の決定、診療科長に対し結果報告、医療安全管理責任者および

病院長への報告、診療科から定期的または患者死亡時等の報告、適正な実施の確認

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）



・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 593 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 136 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象については、すべて医療の質向上・安全推進

委員会に報告している。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：岩手医科大学附属病院、国立がん研究センター東

病院）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：岩手医科大学附属病院、国立がん研究セ

ンター東病院）・無）

・技術的助言の実施状況

〇全死亡事例の報告は、速やかにチェックシートと死亡診断書コピーの提出がされるという事です

が、報告までに要する時間・日数などはどれくらいでしょうか。

→死亡診断書のコピーとチェックシートは死亡日当日もしくは翌日には提出されております。

〇医薬品安全管理部会について、参加メンバーや活動状況について教えてください。

→メンバーは 1５名で医師７名、看護師５名、薬剤師３名で構成しており、委員長は医師、副委員長

は薬剤師となります。今年度は 2 回の会議で「手術前の薬剤中止日数」「BZ 系睡眠薬の使用削減」な

どの検討を行いました。

〇院内の医療安全ラウンドは1回につきどの程度の部署をどの程度の時間でラウンドしているか教え

ていただきたい。

→1 チームにつき、1 回 3部署程度で、1部署 15～20 分を目途にしています。これを 3チーム編成し

ラウンドしています。



⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

患者サポートセンター、患者相談室

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

新入職職員講演、新人多職種合同研修会、新入職研修医研修会、
新入職看護師研修会、中心静脈カテーテル挿入認定研修会、
研修医医療安全セミナー
全職員対象講習会：『医療安全2020～再確認と新しい取り組み～』

『院内医療安全活動の紹介』
（医薬品・医療機器・放射線）

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者（佐田 尚宏）

令和 2年 11 月 11 日

2020 年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構主催）受講

医療安全管理責任者（山形 崇倫）

令和 2年 12 月 24 日

2020 年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構主催）受講

医薬品安全管理責任者（今井 靖）

令和 3年 2月 14 日

2020 年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構主催）受講

医療機器安全管理責任者（川人 宏次）

令和 2年 11 月 25 日



2020 年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構主催）受講

医療放射線安全管理責任者（森 墾）

令和 2年 12 月 24 日

2020 年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構主催）受講

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

公益財団法人 日本医療機能評価機構 病院機能評価（2021 年 11 月受審予定）

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

未受審のため未実施

・評価を踏まえ講じた措置

未受審のため未実施

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

・人格、識見ともに優れ、かつ、教育、診療等においても指導力を発揮し

得る能力を有すること。

・臨床医学系又は基礎医学系の大学教授（これに相当する職を含む。）の

経歴を有し、かつ、医師の資格を有すること。

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

病院運営に必要な組織、財務、診療、医療安全、教育研修、広報等に関すること

・審議の概要の従業者への周知状況

ポータルサイト、診療代表者会議にて周知

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

佐田 尚宏 〇 医師 病院長

山本 博徳 医師 副病院長

山形 崇倫 医師 副病院長

竹内 護 医師 副病院長

川合 謙介 医師 副病院長

長田 太助 医師 副病院長

大海 佳子 看護師 副病院長

西野 宏 医師 病院長補佐

竹下 克志 医師 病院長補佐

堀江 久永 医師 病院長補佐

藤原 寛行 医師 病院長補佐

新保 昌久 医師 病院長補佐

森澤 雄司 医師 病院長補佐

小池 創一 医師 病院長補佐

今井 靖 医師 病院長補佐

興梠 貴英 医師 病院長補佐

山本 真一 医師 病院長補佐

森 墾 医師 病院長補佐

篠宮 正巳 事務職員 病院事務部長



藤田 康幸（オブザーバー） 事務職員 総務部長

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）
・ 公表の方法

・ 規程の主な内容
・附属病院の内部組織、職及び運営について「自治医科大学附属病院組織に関する規定」
・病院執行部の組織及び運営について「病院執行部規程」
・病院執行部の補佐及び診療運営について「自治医科大学附属病院運営組織に関する規程」
・附属病院の予算執行権限について「学校法人自治医科大学決裁規程」

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

別紙「令和3年度 病院長、副病院長、病院長補佐の職務・役割分担及び執行部会議
構成員」参照

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況





規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 有・無

・監査委員会の開催状況：年 2 回

・活動の主な内容：

附属病院における医療安全管理、医薬品安全管理、医療機器安全管理等が管理者の下で

適切に実施されているかどうかを確認し、必要に応じて是正措置を講ずるよう開設者及び

管理者に意見を表明する。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

菱沼 正一 地方独立行政

法人 栃木県立

がんセンター

理事長／セン

ター長

〇 医療機関の管理

者として、医療機

関の安全管理を

総括・管理してい

る経験を有する

立場で意見を述

べる者

有・無 1

内山 聖 新潟大学地域

医療教育セン

ター 魚沼基

幹病院 病院

長（2020年3月

まで）

医療機関の管理

者として、医療機

関の安全管理を

総括・管理してい

る経験を有する

立場で意見を述

有・無 1



（公財）新潟県

保健衛生セン

ター副会長

長岡崇徳大学
常 任 理 事
（2020年 4月
より）

べる者

山口 育子 認定ＮＰＯ法

人 ささえあい

医療人権セン

ターＣＯＭＬ

理事長

患者団体の理事

長として医療問

題に精通してお

り、医療を受ける

者の代表として

意見を述べる者

有・無 2

大 槻 マ ミ

太郎

自治医科大学

副学長

自治医科大学副

学長として、大学

理事の立場で意

見を述べる者

有・無 1

遠山 信幸 自治医科大学

附属さいたま

医療センター

副センター長

／医療安全管

理室 室長

自治医科大学附

属さいたま医療

センター医療安

全管理室長とし

て、医療安全管理

の専門の立場か

ら意見を述べる

者

有・無 1

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

年2回開催し、附属病院の予算案及び予算執行状況並びに組織管理体制、人事等について

審議を行った。

・ 会議体の実施状況（ 年2回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年2回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ）

・通報件数（年 0 件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ）

・周知の方法

QSマネジメントマニュアルに掲載



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無

・情報発信の方法、内容等の概要

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要



(様式第 8-3)

自医病総 116 号

令和 3 年 10 月 12 日

厚生労働大臣 殿

開設者名 大石 利雄

自治医科大学附属病院の第三者による評価を受審する計画について

標記について、次のとおり提出します。

記

1 受審予定である第三者評価

1 公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、一般病院３による評価

2 Joint Commission Internationalが実施する、ＪＣＩ認証による評価

3 ISO 規格に基づく、ISO 9001 認証による評価

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。

2 第三者評価を受けるための予定措置

公益財団法人 日本医療機能評価機構 病院機能評価（2021年11月受審予定）


